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Ⅰ．はじめに
２０００年９月１３日に策定された「スポーツ振興基本計画」
には，「トップレベル競技者の指導者が国際的な競技水
準を踏まえた戦術・戦略の構築やスポーツ医・科学に関
する知識を活用した強化方法の立案・指導を行うために
必要となる，高度な専門的能力を習得するための研修制
度（ナショナルコーチアカデミー制度）」の創設が謳わ
れている。これを受けて，日本オリンピック委員会（以
下，JOC）では JOC GOLD PLAN～JOC国際競技力向
上戦略～の中で「ナショナルコーチアカデミー」を設置・
運営している。アカデミーでは，現場コーチだけでなく，
マネジメントスタッフや情報・戦略に関わるテクニカル・
スタッフの育成も行っている。国際レベルのスタッフ育
成を目標に，カリキュラムでは競技に関わる技術的，医・
科学的な内容に加え，語学研修，スポーツ情報，ITに
関する専門知識や，プロスポーツ契約論やメディア論等
の幅広い領域を展開している。
北翔大学・北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル）
では，このような JOCの取り組みを大学学生レベルに
落とし込み，「スポーツアカデミー」と称して，次世代
のスポーツ指導者育成のためのプログラムを実施した。
以下に，今年度行われた「スポーツアカデミー」の実施
内容について報告する。
Ⅱ．スポーツアカデミーのねらい
スポーツアカデミーのねらいは，コーチングおよびマ
ネジメントスキルの向上である。そのために，現場のコー
チングに活用できる基本的な医・科学的な知識やコンディ
ショニング理論，IT機器を用いたコーチング技術につ
いて修得するセミナーを企画した。各セミナーは１回完
結型とし，全４回開催した。テーマに応じて講義形式や
実習形式またはその両方で行った。対象者は北翔大学お
よび北翔大学大学院に所属する学生で，スポーツ指導者
を目指す者とした。講師は山本，吉田の他に，外部講師
数名とした。以下に，各セミナーの詳細な実施内容を述
べる。
Ⅲ．実施プログラムの報告
１．第１回
テーマ：ビデオの活用方法について
日 時：２００９年８月１０日（月）９：００－１２：００
場 所：スポル２Ｆ 第２分析室
参加人数：２０名
内 容：
・バイオメカニクス講義（講師：山本敬三，１時間）
力と関節モーメントに関する基礎的な講義を行った。
関節モーメントの概要，算出方法や筋活動との関連性
について説明した。
・解剖学講義（講師：吉田 真，１時間）
下肢３関節（股・膝・足関節）まわりの筋配置につ
いて基礎的な講義を行った。筋の名称や付着部，機能
について説明した。
・ビデオコーチングツールを活用した動作分析実習（実
習，１時間）
コーチング用ビデオ編集ソフト「ダートフィッシュ」
を用いて，トレーニング動作のビデオ分析を行った。
分析では，２つにグループ分けし，グループ毎の話し
合いでテーマを決定し，作業を行った。最後に分析結
果をプレゼンテーションし，相互理解を深めた（写真
１）。
１）北翔大学生涯学習システム学部健康プランニング学科
２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
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写真１ 分析結果のプレゼンテーションの様子
２．第２回
テーマ：フィールドテストによるフィジカルチェック
日 時：２００９年９月１７日（木）１３：００－１５：００
場 所：スポル６階大会議室
参加人数：４０名
内 容：
第２回目のスポーツアカデミーでは「フィールドテス
トによるフィジカルチェック」をテーマに，札幌医科大
学保健医療学研究科に所属し，理学療法士として活動し
ている吉田昌弘氏と菅原一博氏の両名を外部講師として
お招きした。
・フィールドテスト－競技現場での活用方法－（講師：
吉田昌弘氏，札幌医科大学大学院，理学療法士）
競技現場で実際に使えることを目標に，各種フィール
ドテストの目的，方法について講義を行った。また，本
学バドミントン部を対象に実施した実際のテストデータ
を用いて結果の解釈の仕方について解説した。
・セルフチェックの方法（講師：菅原一博氏，札幌医科
大学大学院，理学療法士）
自分で出来る簡単なコンディショニングチェックの方
法について，実際に体験しながら演習形式で講義を展開
した。
写真２ マルチステージの実施の様子
写真３ フィジカルの要素について解説する講師の
吉田昌弘氏
写真４ パフォーマンスと姿勢の関係についての
解説する講師の菅原一博氏
３．第３回
テーマ：ビデオを活用した指導法の事例報告
日 時：２００９年１０月２８日（水）１６：３０－１７：３０
場 所：スポル６Ｆ 大会議室
参加人数：１５名
内 容：
・コーチング用ビデオ編集ソフトの概要（講師：山本敬
三，１５分）
コーチング用ビデオ編集ソフト「ダートフィッシュ
（Dartfish．Co．，Ltd）」の活用方法について講義した。
「ダートフィッシュ」の編集機能や分析方法について，
サンプル映像を用いて説明した。主に，連続写真や合
成映像の作成方法について講義した。
・陸上競技・やり投げ指導への活用事例報告（講師：和
田健吾（北翔大学４年生），１５分）
「ダートフィッシュ」をコーチングツールとして用
いた実例報告を行った。高校生２名を対象に行ったや
り投げ指導について報告した（写真３）。指導では
「ダートフィッシュ」で連続写真を作成し，選手への
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フィードバック資料として活用した。
・ビデオ撮影のコツ（講師：山本敬三，２０分）
運動分析を目的として，スポーツ動作をビデオ撮影
する上でポイントとなる項目について講義した。シャッ
ター速度や三脚の使用方法などの撮影時のポイントや
撮影後のストライドやピッチの算出方法などについて
説明した。
写真５ 「ダートフィッシュ」の活用事例報告の様子
４．第４回
テーマ：コンディショニングの理論と実践
日 時：２００９年１２月１５日（火）１８：３０－２０：３０
場 所：スポル６階 大会議室
参加人数：５０名
内 容：
第４回のスポーツアカデミーは「コンディショニング
の理論と実践」をテーマに，スポーツ現場で活躍中の吉
田昌弘氏（札幌医科大学大学院，理学療法士）と河合誠
氏（町立長沼病院リハビリテーション科，理学療法士）
の両名に講義及び演習をご担当頂いた。コンディショニ
ングはスポーツ選手が競技パフォーマンスの向上や傷害
予防を実践しながら，試合期にピークパフォーマンスを
発揮できるよう心身の状態を準備するプロセスである。
今回のアカデミーでは，コンディションを構成する要素
を解説し，スポーツ現場で活用できるセルフコンディショ
ニングを演習形式で展開した。
・「コンディショニングの必要性」（講師：吉田昌弘氏，
札幌医科大学大学院，理学療法士）
コンディショニングの主目的であるパフォーマンス
向上と傷害予防について概要を講義した。また，北翔
大学のフィールド活動から得られたスポーツ現場で頻
発する怪我を取り上げ，予防すべき外傷・障害を具体
的に解説した。
・「コンディショニングの理論」（講師：河合誠氏，町立
長沼病院リハビリテーション科，理学療法士）
コンディションを構成する要素を紹介し，コンディ
ションが変化する時に体にはどのような変化が起きて
いるのかを解説した。
・「コンディショニングの実践」（講師：吉田昌弘氏，河
合誠氏）
コンディショニングの柱である筋力，柔軟性，協調
性について選手がセルフで実践できる評価方法を紹介
し，コンディショニングの方法を演習形式で展開した。
写真６ 第４回「コンディショニングの理論と実践」の
参加者
写真７ ストレッチバンドの使用方法について解説する
講師の河合誠氏
Ⅳ．今後の課題
今年度のアカデミーは，講師２名で担当し，対象を
「スポーツ指導者を目指す大学生」としたため，セミナー
は講師の専門分野における基礎的な内容が中心となった。
しかし，スポーツとりわけ競技力向上を目指すものにお
いては，複合的な学問領域を網羅したセミナー展開の必
要がある。これらを鑑みて，今後の課題点とし，以下の
３点を挙げる。
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１）領域の充実：多岐の学問領域にわたるセミナー内容
の充実を図る。本年度の担当講師の専門分野である
「理学療法学」，「バイオメカニクス」に加え，「心
理学」や「栄養学」等の学問分野のセミナー展開を
検討する。
２）対象の明確化：対象別のセミナー展開を検討する。
本年度セミナーで対象とした「指導者を目指す大学
生」に加えて，選手や現役指導者を対象としたセミ
ナー展開を行う。対象を明確にし，選手や指導者の
ニーズを調査し，対象ごとの内容充実を図る。
３）レベル別展開：今年度は１回完結型のセミナー形式
を採用した。しかし，専門分野の基礎知識を実践応
用させるためには，十分な内容を網羅することがで
きなかった。そこで，基礎，応用および実践といっ
たレベル別のセミナーを設け，参加者がステップアッ
プできる展開方法を検討したい。
付 記
本研究は，「平成２１年度北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センターの研究費」の助成を受けて実施されたもの
である。
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